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本研究では、 Arc の遺伝子発現誘導を神経活動の指標として、 CA3 領域の一部を除くすべての錐体細胞の神経活動
を平面的に可視化する新規のマッピング法を開発した。無傷海馬に球表面状に局在する錐体細胞層を平らにした後、
その面に沿った連続切片 (tangential sections) を作成した。海馬全体を網羅するためには、通常切片では膨大な枚
数を必要とするが、この切片では 30 枚以内の連続切片に CA3 領域の一部を除くすべての錐体細胞を包含出来た。こ
れらの切片の核染色像を正確に重ね合わせることで CA3 領域の一部を除く全錐体細胞を平面再構築し、そのサブリ


















井上君は、このマッピング法を、神経活動と平行して発現する最初期遺伝子 Arc の insitu hybridization と組み合
わせ、恐怖学習を行ったラットで海馬のどの部分が活動するかを調べたところ、刺激直後に海馬全体に見られた活動
が、時間の経過とともに肩桃体近傍領域(腹側)に移動することを見出した。この結果は、恐怖学習と海馬一肩桃体
聞の回路強化を可視的に示したものとして重要である。
これらの成果は、神経科学の研究に新技術と新知見を提供するものであり、博士論文としての水準に達していると
認められる。.
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